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東かがわ市のため池におけるカモ類の環境選択
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はじめに

香川県は瀬戸内海型気候に属しており,年間を通して降水量が非常に少なく,農業用水を

確保するために昔から多くのため池がつくられてきた.その数は香川県全体で14,619個にお

よび,単位面積あたりのため池の数は全国一である.それらのため池は一見すると同じように

みえても,大きさや深さなどさまざまな池があり,それに応じ,多くの生物がため池を利用してい

る.冬季のため池には越冬のために訪れるカモ科鳥類の姿が目立つが,池によってカモ類の

いる池といない池がある.カモ類がどのようなため池を好むのかを知ることは,今後,ため池が

越冬期のおもな生息場所となっている地域で,カモ類を保護していくうえでの基礎資料になる

と考える.また,烏は食物網における上位の消費者であることから,カモ類の有無や好む環境

を調べることは,ため池の生物多様性を知るうえでも重要である.そこで,ため池の多い香川県

東かがわ市において,カモ類によるため池の選好性についての調査を行なった．

方法

武田(1990)を参考に,カモ類の個体数が安定すると思われる2004年１２月～2005年２月に

かけ,東かがわ市のため池804か所の中から38か所を選び,大きな池とその周辺の池で,１か

所について調査期間中に最低２回の調査を行なった.藤原ほか(1998)によるダム湖の調査で

は,カモ類は明るくなる前に湖に飛来し,夕方暗くなってから飛去するもので，日中は移動しな

いことが分かっている.そこで,調査はカモ類を確認しにくくなるような悪天候時を除き,午後１

時から４時の間に,８倍の双眼鏡と30倍のフィールドスコープをもちいて池にいるカモ類を観察

し,カモ類の種類,個体数,雌雄,行動(採食,休息,飛行,繁殖)を記録した.また,分析は調

査日のうちで個体数が最も多い日の個体数をもちいた．
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